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１． 研究目的 
本学創立者である大妻コタカ先生の実技実学は,
現在でも変わることのない本質である.本学の不

易流行の実現が研究代表者の大きなテーマである.
被服学科の実技教育では,経験不足による技術の

低下に加え,近年では衣服の構造の理解など様々

な困難が挙げられる.実物資料を観察すること，気

づくこと・自覚することは重要なことである. 
本研究はアジア民俗学者である金子量重コレク

ションの衣分野資料である．金子量重氏はアジア

民俗学者で，研究テーマは人類が生み出した「衣，

食，住，祈り」にくくられる「民族造形」という

概念を「物」に即して実証的に証明することであ

った．アジアの民族の衣食住，祈りと信仰，芸能

と音楽の分野を網羅して研究をされた第一人者で

ある．本研究資料は，金子氏との縁があり，本学

に 103 点ほどの衣服や帽子を寄贈していただいた

ものである． 
本資料は「見ることのちから」を養う教育的資

料になると考える．現在，研究代表者の管轄場所

に保管をしているが，博物館に収めるにあたり，

資料の調査研究を行う．関係書籍および聞き取り

調査を行い，その衣服の構成・装飾の特徴を明ら

かにし，さらに着装美や生活文化を合わせて考察

を行う．  
 
２． 研究実施内容 
本研究はアジア民俗学者である金子量重コレク

ションの衣分野資料の中，寄贈された 103 点の調

査研究を行う．また，衣服の構成・装飾の特徴を

明らかにし，さらに着装美や生活文化を合わせて

考察を行う．資料には会符があり地域はほとんど

が判明している．既に，第１段階の調査として写

真の記録とリストは整っている． 
今回の資料撮影では，衣服は平置きの平面（前

面・背面）と人体に着装させた立体で記録をとり，

造形的な特徴を明らかにし，資料台帳を整える．

その項目は資料名・別名，分類，国名，地域，民

族・部族，年代，材料，技法，装飾文様，構造，

寸法，備考とした．調査後に解説を加える．表 1
は地域別資料リストである．イラン 1 点，インド

ネシア 6 点，タイ 11 点，ベトナム 64 点，ミャン

マー7 点，モンゴル 2 点，ラオス 6 点，チベット 2
点，トルコ 1 点，他 3 点の計 103 点である． 
紙面の関係で，2 点について説明をする．図１ 

タイのズボン（表 1 3-1）について，材料は木綿 
を使用しズボンは 3 枚の布からなり，バイアスの

襠の取り方が特徴である．装飾技法の刺繍はクロ

スステッチとヤオ刺し（中央から上下左右に 4 針

刺す手法）を使い，日常生活の風景をモチーフに

している．図２ベトナム・モン族のスカート（表

1 4-47）は，腰に巻いてウエストを 2 本の紐で縛る

プリーツの入った構造である．スカートは 3 段の

布からなり，1 段目は藍色無地の布で 2 段目はろ

うけつ染めの広幅の藍布に，3 段目は無地や花柄

の布に刺繍やアップリケの装飾が施されている．

スカートの裾は黒か濃紺の細長い布で仕上げる．1
段目は 100 本のプリーツ，2 本目は 200 本のプリ

ーツからなる．プリーツの本数が 2 倍になるため

スカート裾はたっぷりと仕上がる．  

http://garten.at.webry.info/%E7%89%B9%E5%AE%9A%E9%9D%9E%E5%96%B6%E5%88%A9%E6%B4%BB%E5%8B%95%E6%B3%95%E4%BA%BA
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              表 1 金子コレクション 地域別リスト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ 表１ 3－1 タイ・ヤオ族 ズボン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２ 表 1 4－47 ベトナム・モン族 スカート 
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３． まとめと今後の課題 
民族服の文様は着ている人の身分や立場，所属

やアイデンティティー，魔除けや幸せを願う気持

ち，神仏への祈りなど人が生きていく営みの中で

意識されるさまざまなことが表現されている．そ

れぞれの国や地域，民族の歴史に育まれた生活文

化といえよう．また，服飾研究は衣服である「モ

ノ」と通して行われ，人が着装することで完成し，

人のかかわりの中でその服装美は成立している． 
植物，動物，自然，器物，物語など生活に根差

した文様を分類し，その意味を考察することで先

人たちが育んできた知恵や豊かな心が伝わってく 
る．民族服を縫う，刺す，接ぐ，繍るなどの手仕

事は，国を超え，時を超え，アジアの人々の暮ら

しを潤し，人の心を温めてきた． 
今後は特徴的な衣服について，サンプルの試作

を行い民族服の構造を検証する．また，装飾につ

いては，刺繍などを通して糸と針の手仕事を検証

する．本研究資料は衣の分野であるが，食・住な

ど文化として視野を広げて研究を発展させること

も可能であると考える．アジア文化の研究，教育，

技術の伝承，生活デザインなど，いろいろな分野

への活用も検証していきたい． 
 本研究資料は「見ることのちから」を養う教育

的資料になると考える．教育現場でも実物資料か 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ら学ぶことは多いが，現在の学生たちは物心つい

た頃からインターネットが身近にあり，多くの情

報に取り囲まれている．このことが学生たちに情

報の自主的な取捨選択を無意識にさせ，女子大生

の独自の感性を育くんでいると考えられる．一方

で，実物資料に触れる機会が少なくなっているの

が現状である．つまり，見ることの機会の減少は，

感じること，気づくこと，考えること，自覚する

ことの機会の減少とも言える．被服学科の実技教

育では，経験不足による技術の低下に加え，近年

では，衣服の構造の理解など様々な困難が挙げら

れる．ものを製作する上で，見ること，気づくこ

と，自覚することは重要なことである．それらは，

すべての学びに共通する姿勢である．つまり，イ

ンターネットの利点と実物資料による双方の情報

があってこそ，その時代とものの本質を理解する

ことができると考える． 
今後は大妻女子大学博物館と連携をして，企画，

テーマ設定を検討して展示を行い，「見ることのち

から」の検証をしていきたい．  
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